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電子顕微鏡をはじめとした荷電粒子光学系において分解能を制限してきたのは、主に対物レン

ズの球面収差である。これを補正し高分解能化するために開発されたのが多極子を用いた Cs コレ

クタである [1]。ただし、この装置は多数の光学素子を組み合わせるため複雑・大型であり、尚且

つ、それらを高精度・高安定に連動して動かす必要がある。そのため、組み込む装置本体に改造

が必要であり、高安定電源や制御コンピュータの併用が必須である。これに対し、我々のグルー

プが開発している補正器（Cs-corrector using Annular and Circular Electrodes; ACE コレクタ）は、図

1(a)のような 2 枚の電極間に電圧を印加するだけのシンプル・コンパクトな構造で、安価、簡便に

電子顕微鏡などの高分解能化が実現できる装置である[2]。今回は、円環電極部の構造最適化につ

いて発表する。 

図 1(a)のように、円環電極は構造上、中央の円板と外部を接続する構造体（支持橋と呼ぶ）が

必須である。しかし、支持橋周囲では収差補正のための電場が乱されるため、その影響を出来る

だけ抑える必要がある。図 2 は、2 枚の電極間に発生する電位の投影ポテンシャル分布の計算結

果である。(a)支持橋なしの場合に比べて、(b)支持橋をつけることでその部分の投影ポテンシャル

が高く（明るく）出ており、この領域では収差は正しく補正されない。これに対して、(c)支持橋

の厚さを 1/4 に低減すると、(a)とほぼ同等の分布になっている。すなわち、支持橋を薄くするこ

とで、電場の乱れを極小化することができると分かった。 
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図 2. 円環電極の支持橋厚さと投影ポテンシャル分布 
図 1．ACE コレクタの 
(a)模式図と(b)円環電極 
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